
第5章　具体的な取組み

    目標①
　　 いきいきと健康で、生涯現役で活躍できるまち

高齢者が年齢に関わりなく、健康で、その能力を十分に発揮し、社会を「支える側」として活
躍できるまちづくりを進めます。

【施策の方向性1】 生きがい・社会参加・地域貢献の推進

高齢者にとって、日々の生活の中に生きがいや目標があると、生活に張り合いがでるだけ
でなく、心身の健康を保持・増進させる意欲も高くなります。このため、高齢者の多様なライ
フスタイルに対応する教養・文化活動、スポーツ活動の機会や情報の提供を行い、高齢者の
生きがいづくりを支援します。また、ボランティア活動や地域活動、就労などを通じた高齢
者の社会参加の支援に取り組みます。

さらに、さまざまな場面で高齢者自身がデジタル技術を活用しなければならない時代に
なったことを前提に、高齢者がデジタル技術を活用できるようになるだけでなく、できない
人のサポートをする人、さらにはそうしたことを教えることができる人までを幅広く育成
することを目指します。

高齢期を迎えてもいきいきと充実した生活を送ることができるよう、高齢者だけでなく、
若年世代に対しても、社会参加の重要性や高齢期の備えに関する意識啓発を行うとともに、
地域活動の担い手の育成に取り組みます。

（基本的な施策1） 高齢者の生きがいづくり・仲間づくり

高齢者が日々の生活の楽しみや張り合いとなることを見つけることができるよう、教養・
文化を学ぶ場や生涯スポーツ活動等に取り組む機会、スマートフォン等の活用方法を学ぶ
場を提供します。

また、これらの活動の促進を行い仲間づくりや多世代交流を行いながら、いきいきと生活
できる生きがいづくりを支援します。
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